
生体に作用しないゲル化剤

低エンドトキシンアルギン酸ナトリウム
株式会社キミカの低エンドトキシンアルギン酸ナトリウムは、医療分野での研究開発に最適な品質のアルギン酸ナトリウムです。
細胞包埋やインジェクタブルゲル、3D バイオプリンタ用インクなど、用途に合わせた最適な物性を選択できるよう、粘度、ゲル強度（M/G 比）等多彩
な品質の商品をラインアップしています。

アルギン酸とは？

アルギン酸は2種類のウロン酸分子「マンヌロン酸（M)」と「グルロン酸（G)」が直鎖上に重合した多糖類で、主にコンブやワカメなどの海藻に含まれてお
ります。アルギン酸は、人々の健康で豊かな暮らしづくりに欠かせない素材として、食品・医薬品・化粧品・繊維加工など幅広い分野で活用されています。

アルギン酸の特長

• イオン交換による簡便な物性変化

• 修飾のしやすさ及び生体への不活性

アルギン酸はイオン交換が行われやすく、様々な陽イオンと容易にイオン交換することで物性が変化します。（図1）
また、ゲル化に加熱や冷却を必要とせず、図2のようにCa2+などの多価の陽イオンを加えることでゲル化するため、培養する細胞に適したゲルの固さやお
好みのゲルの状態への調節が可能です。

アルギン酸の構造にはカルボキシル基があり、様々な化合物やタンパク質等をカルボキシル基に修飾することで、付着性細胞の培養など各研究者の目
的に合致したオリジナルの素材を作るベースとしても有用です。
また、アルギン酸は生体内とは相互作用しないため、細胞外マトリクスのスキャフォールドや粘膜隆起剤、液体のまま体内に注入し、その注入後にゲル
化するインジェクタブルゲルのような材料として利用ができます。

低エンドトキシンアルギン酸ナトリウムの応用例

⚫ 細胞外マトリクスのスキャフォールド ⚫ 3Dバイオプリンター ⚫ 細胞固定化担体

⚫ 細胞、組織の凍結保存用添加剤 ⚫ 粘膜隆起剤 ⚫ 癒着防止剤

エンドトキシンとの関係性

一般グレードのアルギン酸ナトリウムには、原料である海藻などに由来するエンドトキシンが多く含まれ
ています。
㈱キミカでは、アルギン酸ナトリウムの品質や特性を損なうことなく、低エンドトキシン化技術を開発し、
50 EU/g以下（1%水溶液で0.5 EU/mL）を安定的に達成する製法を確立しました。
そのため、低エンドトキシンアルギン酸ナトリウムを用いた色々な応用が期待されます。

図3.低エンドトキシンアルギン酸ナトリウム
のエンドトキシン含有量比較

• 優れた耐熱性

固まったアルギン酸のゲルはゼラチンとは違い、加熱を行っても溶けることなく形を維持します。

※⾒えやすいように⻘色で着色しております。アルギン酸ナトリウムの水溶液は無色透明です。
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図1.イオン交換と物性変化 図2.Ca2+による物性の変化



*:アルギン酸の構成糖であるマンヌロン酸（M）とグルロン酸（G）の比であり、ゲルの強度に影響を与えます。
M/G比が⼩さい（グルロン酸が多い）ほどゲルは硬くなり、M/G比が⼤きい（マンヌロン酸）が多いほど柔らかいゲルとなります。

製品一覧

価格等の詳細は、当社Webサイトよりご覧ください。

グレード名 粘度（1.0%水溶液、20℃） 概算分⼦量（重量平均分⼦量） M/G⽐* エンドトキシン含有量

標準タイプ

AL10 5〜20 mPa・S 30万〜55万

0.8〜1.6

≦ 50 EU/g

AL20 20〜50 mPa・S 55万〜80万

AL100 50〜200 mPa・S 80万〜150万

AL500 450〜600 mPa・S 215万〜245万

⾼ゲル強度タイプ

ALG10 5〜20 mPa・S 30万〜55万

<0.8
ALG20 20〜50 mPa・S 55万〜80万

ALG100 50〜200 mPa・S 80万〜150万

ALG300 250〜400 mPa・S 165万〜205万

低ゲル強度タイプ
ALM20 20〜50 mPa・S 55万〜80万

>1.6
ALM100 50〜200 mPa・S 80万〜150万

低エンドトキシンアルギン酸ナトリウムを加えた培養液でマクロファージ様細胞※2を培養した際の
TNFα産生量⽐較

培養液のみでマクロファージ様細胞を培養した条件と、低エンドトキシンアル
ギン酸ナトリウムを1%加えた条件で同様にマクロファージ様細胞を培養し、
TNFα産生量の違いを比較した。
また、LPS（リポ多糖）でどちらの培地にも刺激を加えた際の、TNFα産生
量も比較した。

【結果】
培養液（エンドトキシン含有量：0.04EU/mL）のみで培養した条件と
培養液に低エンドトキシンアルギン酸ナトリウムを1％（w/v）加えた条件
ではTNFαの産生量に有意な差は認められなかった。
一方、LPS（リポ多糖）で刺激を加えた場合、いずれの条件でもTNFαの
産生が確認された。（図4）

即ち、培養液へ1％の濃度で加えた低エンドトキシンアルギン酸ナトリウムの
エンドトキシンレベルはマクロファージ様細胞に炎症性応答を生じないレベル
であることが確認された。

図4. 低エンドトキシンアルギン酸ナトリウム培養液を用いた
TNFα産生量比較

※2：THP-1細胞をPMA（Phorbol Myristate Acetate）を用いて、マクロファージ様に分化
させたもの，Park EK, Jung HS, Yang HI, Yoo MC, Kim C, Kim KS. Optimized 
THP-1 differentiation is required for the detection of responses to weak stimuli. 
Inflamm Res. 2007;56(1):45-50. doi:10.1007/s00011-007-6115-5
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